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コロナ禍と
移民／外国人

雇用への打撃
生活困窮、時に住居の喪失

学ぶことの困難
休校要請下の子ども（教科学習、日本語）
学生支援緊急給付金（留学生、朝鮮大学校

の学生）

セーフティネットの壁
制度的排除：受給対象ではない
実質的排除：情報が届かない、日本語での

申請 etc.

国籍と国境の壁
上陸拒否により再入国できない



移住者と連帯する全国ネットワーク
（移住連）の役割

 全国の支援団体、支援者と繋がる

問題を取りまとめ、課題ごとに政府や
行政機関と交渉

制度や運用の見直し、意識の変革



移住連の活動：３つの柱



コロナ禍の取組み

ロビイング・担当省庁との交渉や要請
 出入国・在留資格制度

https://migrants.jp/news/office/2020061
1.html

 医療・福祉・社会保障制度
https://migrants.jp/news/office/2020042
0_1.html

 収容問題
https://migrants.jp/news/voice/20200420
.html

 特別定額給付金
https://migrants.jp/news/voice/20200417
.html

 学生支援緊急給付金
https://migrants.jp/news/office/2020060
9.html



コロナ禍の取組み

コロナ関連の支援制度の情報発信

 新型コロナウイルス困った時のQ&A 
https://migrants.jp/forum/20200527.html

 特別定額給付金について
https://migrants.jp/news/office/2020060
5.html
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特別定額給付金に係る特例措置のポンチ絵
＜やさしい日本語版＞



新型コロナ
「移民・難民
緊急支援基金」

「公助」から排除される人々の生活
と生命をまもる「共助」の実践

 基金による支援
「特別定額給付金」の対象外者等、生活困窮者に
対して１人３万円の経済支援を実施。

 基金の成果
寄 付：34,654,564円（983人・57団体）

助成金：15,140,000円（7団体）

合 計：49,794,564円

支援した人：1,645人



新型コロナ
「移民・難民
緊急支援基金」

https://migrants.jp/user/news/479/zx-77azhkv_1ebwqkn9xot4st813u0_1.pdf







基金から
見えてきたこと

市民社会の力（＝「共助」）

「自助」「共助」の限界

非常事態こそ、手厚い「公助」を



ここにいる、私とあなたの隣りにいる人を
排除しない社会で私たちは暮らしたい


